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◆現状

第３次鎌倉市一般廃棄物処理基本計画(令和３年６月改定)

➣基本理念『ゼロ・ウェイストかまくら』の実現を目指して
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ごみの総排出量と焼却量の推移

総排出量 焼却量

一部有料化

60,471ｔ

ごみ半減都市宣言

約30年で－44,138トン！
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◆市内のごみ処理施設
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◆ごみ処理施策の経過

H31(2019).3 将来のごみ処理体制についての方針

R2(2020).8 鎌倉市・逗子市・葉山町ごみ処理広域化実施計画

R3(2021).6 第３次鎌倉市一般廃棄物処理基本計画改定

➣将来のごみ処理体制を検討する中で、可燃ごみの処理手法として「新焼却施設を建設する場合」と

「建設しない場合で減量資源化を進める場合」で安定性、費用面、環境面で評価

➣焼却施設を建設せずにゼロ・ウェイストを目指してごみ減量・資源化を進めるとともに、広域連携

及び民間事業者とのバックアップ体制による安定的なごみ処理体制の構築を進める方向に方針転換

➣２市１町ごみ処理広域化実施計画では、ゼロ・ウェイストを目指して、燃やすごみの減量・資源化

に取り組むとともに、啓発活動・分別指導の連携協力、処理の一元化、施設の相互連携等を進める

➣令和７年度(2025年度)から逗子市既存焼却施設において焼却処理を行う

➣逗子市既存焼却施設の稼働停止後は、広域化ブロック区割りの見直しや県内他市町村との連携も

視野に入れ、安定的なごみ処理体制の構築に向けて検討を進める

➣市方針（新方針・２市１町ごみ処理広域化実施計画）及び社会情勢等を踏まえ、今後の廃棄物処理

の方針及び各施策の展開を整理
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◆鎌倉市一般廃棄物処理基本計画(ごみ処理基本計画)

【基本理念】「ゼロ・ウェイストかまくら」の実現を目指して
～モノを大切にして 心豊かな生活を～

基本方針１
ごみの発生抑制を最優先とした３Ｒの取組の拡充

食品ロス削減,家庭用生ごみ処理機普及,家庭系生ごみ・紙おむつ・事業ごみ資源化 など

基本方針２
ライフスタイルや事業活動の見直しを促す情報発信の推進

普及啓発（マイバッグ,マイボトル等）,環境教育,適正排出指導 など

基本方針３
適正かつ持続可能なごみ処理の推進

適正処理の推進,環境負荷の軽減,処理経費の削減 など

基本方針４
市民サービスの向上や事業者の適正処理に向けた環境の整備

戸別収集の検討,分別・排出方法の検討 など

基本方針５
市民、事業者、行政の連携・協働による取組の活性化

市民・事業者・行政の連携した取組,計画・取組状況等の周知,滞在者への呼びかけ など

基本方針６
将来にわたる安定的なごみ処理体制の構築

広域連携,バックアップ体制,災害時の協力体制,ごみ処理施設等のあり方の検討 など
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◆名越中継施設整備について

●整備計画地：名越クリーンセンター用地

全景写真

逗子方面(トンネル)
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◆名越中継施設整備について

●整備スケジュール（予定）

 R4 

2022 

R5 

2023 

R6 

2024 

R7 

2025 

R8 

2026 

R9        R11       R16 

2027       2029      2034 

R17～ 

2035～ 

名越ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ焼却処理        

名越中継施設の整備 

 

       

今泉ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ継続 

※資源化施設整備 

（継続協議） 

       

広域連携(逗子市施設)        

広域連携 

(2市 1町集約) 
       

※ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰの統合        

 

★名越中継施設稼働 

★今泉中継施設利用終了 


